
沖縄での戦
たたか

いは、アジア太
たいへいよう

平洋戦
せんそう

争の中
で行われた日

に
本
ほん

国
こくない

内におけるただひとつの
地

ち
上
じょう

戦
せ ん

です。
ミッドウェー海

かいせん
戦における敗

はいせん
戦をきっかけに

劣
れっせい

勢となった日本軍
ぐん

は、沖縄を重
じゅう

要
よ う

な防
ぼうえい

衛線
せん

とし、本
ほん

土
ど

防衛の大
おお

きな砦
とりで

としました。
１９４４年

ねん
３月

がつ
、沖縄に第

だい
３２軍を配

はい
備
び

し、ア
メリカ軍との決

けっせん
戦に備

そな
え、老

ろうじん
人や子

こ
どもたち

を沖縄から撤
てったい

退させることを決
けってい

定、その数
かず

は
２０万

まんにん
人近

ちか
くに上

のぼ
りました。

日本軍は、戦
せ ん

力
りょく

にならない老人や子どもを
沖縄から強

きょう
制
せ い

退
たいきょ

去させる一
いっぽう

方で、ぎりぎり戦
力となる少

しょう
年
ね ん

や少
しょう

女
じ ょ

には、軍
ぐん

事
じ

的
てき

任
にん

務
む

を与え、アメリカ軍との戦いに臨
のぞ

みました。
沖縄戦は、１９４５年３月２６日の慶

け ら ま
良間諸

しょとう
島でのアメリカ軍上

じょう
陸
り く

から始
はじ

まりました。アメリカ
軍は、上陸前

まえ
の一

い っ
週
しゅう

間
か ん

で約
やく

40,000発
ぱつ

の砲
ほうだん

弾を撃
う

ち込
こ

み、1,600機
き

の戦
せん

闘
とう

機
き

で爆
ばくげき

撃・機
き

銃
じゅう

を加
くわ

えたといわれています。
そして、4月には沖縄の中

ちゅう
西
せ い

部
ぶ

海
かいがん

岸（読
よみたん

谷〜北
ちゃたん

谷）に上陸、沖縄の日本軍を南
なんぼく

北に分
ぶんだん

断す
ることに成

せいこう
功しました。日本軍の主

しゅ
力
りょく

とアメリカ軍は首
しゅ

里
り

で激
げきとつ

突し、激
はげ

しい戦いになりました
が、日本軍は主

しゅ
戦
せん

力
りょく

の8割
わり

を失
うしな

い、5月下
げ

旬
じゅん

、首里を放
ほう

棄
き

して沖縄島南
なんたん

端の摩
ま

文
ぶ

仁
に

に撤
てったい

退、
最
さいしゅうてき

終的に6月に第32軍の牛
うしじま

島司
し

令
れい

官
かん

は自
じ

決
けつ

しました。しかし、この時に牛島司令官は戦闘の
継
けいぞく

続を命
めいれい

令して自決したため、その後も沖縄では生
い

き残
のこ

った兵
へい

士
し

により戦闘が続
つづ

けられ、日本
が降

こうふく
伏した8月15日以

い
降
こう

も戦闘状
じょうたい

態は続いていました。沖縄戦が正
せいしき

式に終
しゅうけつ

結したのは、9月7
日のことでした。

沖縄戦においては、日本の防衛のために軍
ぐんじん

人
ではない多くの住

じゅうみん
民が戦争に参

さん
加
か

することになり
ました。沖縄戦で戦

せん
死
し

した軍人でない沖縄住民
は約10万人に上ります。私たちはこのような事

じ じ つ
実

を知り、このようなことが二
に ど

度と起
お

こらないよう、学
まな

びそして考
かんが

えていきたいと思います。
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▶︎沖
おきなわせん
縄戦について

〔沖縄県
け ん

の戦
せ ん

闘
と う

経
け い

緯
い

〕
（提

て い
供
きょう

：沖縄県平和祈
き

念
ね ん

資
し

料
りょう

館
か ん

）

〔９月７日　降
こ う

伏
ふ く

文
ぶ ん

書
し ょ

調
ちょう

印
い ん

式
し き

〕
（沖縄県公

こ う ぶ ん し ょ か ん し ょ ぞ う
文書館所蔵）



〔「対
つ

馬
しま

丸
まる

」の悲
ひ げ き

劇〕
1944年8月に日本の長

ながさき
崎に向かって出発した対馬

丸は、アメリカ軍潜
せんすいかん

水艦の攻
こうげき

撃を受けて沈
ちんぼつ

没、乗
じょうせん

船し
ていた約1,800人のうちおよそ1,500人が死

し
亡
ぼう

しまし
た。そのうち約800人が学

がっこう
校に通っていた児

じ
童
どう

でした。
この撃

げきちん
沈事

じ
件
けん

を日本軍は秘
ひ

密
みつ

にし、生き残った者
もの

には強
つよ

い口
くち

止
ど

めを行
おこな

いました。沖縄の悲劇が当
とう

時
じ

の
日本の人

ひとびと
々に知らされることはありませんでした。

〔「鉄
てっけつ

血勤
きんのうたい

皇隊」と「ひめゆり学
が く と た い

徒隊」〕
14〜18歳

さい
の少年で構

こうせい
成された「鉄血勤皇隊」は、伝

でんれい
令や通

つうしん
信の役

やくわり
割を与

あた
えられ、砲

ほうだん
弾や銃

じゅうだん
弾が

飛
と

び交
か
う中

なか
を行

こうどう
動していきました。中には爆

ばくだん
弾を身につけアメリカ軍戦

せんしゃ
車

に体
たい

当
あ

たりし、自
じ

爆
ばく

した少年もいました。「鉄血勤皇隊」として1,674人が
動
ど う い ん

員され、818人が戦
せん

死
し
しました。

「ひめゆり学徒隊」は、222人
の少女たちで構成された学徒隊
のひとつです。少女たちは主

おも
に

負
ふ

傷
しょう

した軍人の看
かん

護
ご

や身の回り
の世話などの雑務を行いました。
5月下旬の南部への撤退後は、
分
ぶんさん

散してそれぞれのガマ（洞
どうくつ

窟の
こと）に潜

ひそ
んでいましたが、6月19日解散命令によりガマの

外へ出され、123人が戦死しました。他にもいくつもの学徒隊がつくられ、多くの若い生命が戦争の
犠牲となりました。
〔この項

こう
の数字については、『ひめゆり平和祈念資料館資料集４沖縄戦の全学徒隊』（2024年

版）による〕

〔ガマの中で起きた悲劇〕
アメリカ軍に追

お
い詰

つ
められた日本軍、住民はガマと呼ばれる洞窟に潜んでいました。あるガマで

は、敵
てきぐん

軍に捕
と
らわれてはいけないと軍隊から教

おし
えられていた日本兵

へい
が、住民に「もし捕らえられたらア

メリカ軍からひどい目
め

にあわされる」と説
と

き、住民に自決するよう追い込んでいきました。結
けっ

果
か

、住民が
自
みずか

ら命
いのち

を絶
た

っていくという悲劇が起きています。しかし、そのような悲劇が起きた一
いっぽう

方で、別のガマでは
アメリカでの生

せいかつ
活経

けいけん
験があった住民が、「アメリカ軍はそのようなことはしない、降伏しても大

だ い
丈
じょう

夫
ぶ

だ」
と周

しゅう
囲

い
の人を説

せっとく
得し、降伏し生き延

の
びました。真

しんじつ
実を知

し
ることの大

たいせつ
切さが示

しめ
されているといえます。
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〔対馬丸〕
（提供：対馬丸記念館/日

に
本
ほ ん

郵
ゆ う

船
せ ん

所蔵）

〔ひめゆりの塔
と う

と伊
い

原
は ら

第
だ い

三
さ ん

外
げ

科
か

壕
ご う

〕
（提供：ひめゆり平和祈念資料館）

〔アメリカ兵と沖縄の少年兵〕
（沖縄県公文書館所蔵）


